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都
立
六
郷
工
科
高
校 

 

創
立
10
周
年
記
念
式
典
に
参
加
し
て 

港
工
同
窓
会
会
長 

港
３
期
（
全
）
電
力
科
卒 

前
田 

武
男 

 

 

東
京
都
立
六
郷
工
科
高
校
は
平
成
16
年

4
月
に
開
校
し
、
昨
年
創
立
10
周
年
を
迎

え
た
。 

 

平
成
25
年
10
月
５
日
（
土
）
開
催
の

記
念
式
典
に
は
私
が
列
席
し
、
祝
賀
会
に

は
松
岡
理
事
と
共
に
参
加
し
た
。 

そ
の
折
り
、
六
郷
工
科
同
窓
会
鎗
田
健

太
会
長
及
び
Ｆ
Ａ
Ｔ
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
舩
山
康

夫
会
長
（
昨
年
の
同
窓
会
懇
親
会
に
ご
招

待
）
並
び
に
六
行
会
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
・
Ｏ
Ｂ
）

菊
地
直
人
会
長
又
、
初
代
萩
原
和
夫
校
長

及
び
第
二
代
前
園
実
校
長
と
親
し
く
お
話

す
る
こ
と
が
で
き
、
実
に
有
意
義
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。 

六
郷
工
科
同
窓
会
鎗
田
会
長
に
よ
る
と
、

ま
だ
本
格
的
な
同
窓
会
活
動
は
出
来
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
特
に
開
設
準

備
担
当
校
長
で
あ
っ
た
萩
原
先
生
と
は
、

平
成
14
年
４
月
、
東
京
都
立
太
田
地
区
単

位
制
工
業
高
校
（
仮
称
）
の
開
設
準
備
室

が
設
置
さ
れ
、
当
同
窓
会
に
も
参
加
要
請

が
あ
り
参
加
し
た
が
色
々
と
問
題
が
有
り
、

当
時
の
苦
労
話
に
花
が
咲
い
た
。 

例
え
ば
学
校
設
置
の
近
隣
説
明
会
で
は
、

定
時
制
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
夜
間
の
騒

音
・
風
紀
が
悪
く
な
る
等
々
の
問
題
で
参

加
さ
れ
た
町
会
・
商
店
会
・
住
民
の
皆
さ 

ん
か
ら
は
当
初
設
置
反
対
の
意
見
が
大
勢

を
し
め
、
そ
の
説
得
に
苦
慮
し
た
。
し
か

し
、
廃
校
と
な
る
我
々
の
気
持
ち
が
少
し

は
通
じ
た
と
思
っ
て
い
る
。 

又
、
廃
校
と
な
る
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

関
係
者
等
の
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
そ
の

調
整
に
苦
労
し
た
。
し
か
し
、
我
々
が
強

力
な
応
援
団
と
期
待
し
て
い
た
都
議
・
区

議
の
先
生
方
は
一
人
も
来
な
か
っ
た
。
し

か
る
に
、
今
回
の
式
典
や
祝
賀
会
に
は
来

賓
と
し
て
先
生
方
が
多
数
参
加
さ
れ
て
お

り
、
今
更
「
何
か
」
と
思
っ
た
が
、
こ
れ

も
と
き
の
流
れ
か
浮
き
世
の
常
か
と
あ
き

ら
め
た
。 

も
う
一
つ
、
私
が
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
る
。 

そ
れ
は
、
い
つ
の
頃
だ
っ
た
か
は
思
い

出
せ
な
い
が
、
た
し
か
六
郷
工
科
高
校
が

認
可
さ
れ
た
頃
だ
と
思
う
。
六
郷
工
科
高

校
と
の
第
１
回
目
の
打
ち
合
わ
せ
で
名
前

は
忘
れ
た
が
、
あ
る
先
生
が
開
口
一
番
、

「
我
が
校
は
港
工
業
と
は
一
切
関
係
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
」
と
、
港
工
業
を
否
定
す
る

よ
う
な
発
言
に
唖
（
あ
）
然
と
し
た
。「
そ

ん
な
こ
と
わ
か
っ
て
い
る
わ
い
」
と
思
っ

た
が
、
我
々
が
今
ま
で
一
生
懸
命
苦
労
し

て
き
た
こ
と
は
何
ん
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

悔
（
く
）
や
し
さ
と
怒
り
が
こ
み
上
げ
、

思
わ
ず
席
を
立
っ
た
。
そ
の
先
生
は
ど
こ

か
で
偉
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

非
常
に
無
念
な
思
い
が
今
で
も
残
っ
て
い

る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｜
次
頁
へ
続
く
｜ 

 
 

 
 

◇
平
成
26
年
度
定
期
総
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 
 

日
時 

 

平
成
26
年
6
月
21
日(

土)

13
時
よ
り
（
受
付
12
時
30
分
） 

 

場
所  

総  

会 
 

六
郷
工
科
高
校
１
階
食
堂
に
て
13
時
よ
り 

（京
浜
急
行
「雑
色
」徒
歩
３
分
） 

内 
 

容 
 

平
成
25
年
度
事
業
・決
算
報
告
、
新
役
員
承
認 

  
 

 
 

 

平
成
26
年
度
事
業
計
画
・予
算
案
の
承
認･

そ
の
他 

 

場
所 

懇
親
会 

 

芝
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て 

16
時
よ
り 

 
(

都
営
地
下
鉄
「御
成
門
」徒
歩
５
分) 

会 
 

費 
 

５
、
０
０
０
円
（
総
会
の
み
の
方
は
無
料
で
す
）（
Ｊ
Ｒ
「
浜
松
町
」
徒
歩
８
分
）

※
懇
親
会
参
加
者
付
き
添
い
の
方
は
無
料
で
す
。 

※
懇
親
会
参
加
の
方
は
同
封
の
郵
便
払
込
用
紙
の
賛
助
金
２
、
０
０
０
円
印
字
済
金
額
を 

懇
親
会
費
共
７
、
０
０
０
円
に
訂
正
の
上
郵
便
局
に
て
事
前
払
込
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
に
払
込
用
紙
を
挿
入
す
れ
ば
土
、
日
、
夜
間
も
ok
） 

 
 
 

※
準
備
の
都
合
上
、
６
月
15
日
ま
で
に
同
封
は
が
き
で
出
欠
の
返
信
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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｜
前
頁
よ
り
｜ 

さ
て
、
皆
さ
ん
は
六
郷
工
科
高
校
の
開 

校
ま
で
の
経
過
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
述
べ
ま
す
。 

 ○ 

平
成
９
年
９
月 

 

 

都
立
高
校
改
革
第
一
次
実
施
計
画
に
よ

り
、
港
工
業
高
校
（
全
日
制
・
定
時
制
） 

羽
田
高
校
（
定
時
制
）、
鮫
洲
工
業
高
校

（
定
時
制
）、羽
田
工
業
高
校（
定
時
制
）

を
発
展
的
に
統
合
し
た
（
仮
称
）
太
田

地
区
単
位
制
工
業
高
校
の
平
成
16
年

度
開
校
を
計
画
。 

○ 

平
成
14
年
４
月 

 

東
京
都
立
太
田
地
区
単
位
制
工
業
高
校

（
仮
称
）「
開
設
準
備
室
」が
設
置
さ
れ
、

萩
原
和
夫
氏
が
開
設
準
備
担
当
校
長
に
。 

○ 

平
成
15
年
10
月 

 

東
京
都
条
例
第
１
２
６
号
「
東
京
都
立

学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
に
よ
り
東
京
都
立
六
郷
工
科
高
校

が
認
可
さ
れ
る
。 

○ 

平
成
16
年
３
月 

 

新
校
舎
竣
工{

開
設
準
備
室
設
置
当
初

に
廃
校
に
な
っ
た
学
校
の
為
に
、新
校
舎

内
に
専
用
の
部
屋
を
用
意
す
る〔
当
時
の

都
庁
担
当
課
長
の
話
〕と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、当
初
計
画
の
広
さ
が
だ
ん
だ
ん
狭

く
、
小
さ
く
な
っ
て
い
っ
た} 

○ 

平
成
16
年
４
月 

 

東
京
都
立
六
郷
工
科
高
等
学
校
開
校 

[

以
上
が
六
郷
工
科
高
校
の 

大
ま
か
な
沿
革
で
あ
る
。] 

そ
れ
に
対
し
て 

我
が
校
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。 

 ○ 

昭
和
20
年
８
月 

 

終
戦
時
の
都
立
工
業
高
校
は
約
３０
校

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
整
理
統
合
し
た
り

し
て
都
立
工
業
高
校
の
数
は
１９
校
と

な
っ
た
。 

○ 

昭
和
21
年
４
月 

 

都
立
高
輪
工
業
学
校
、
都
立
麻
布
工
業

学
校
、都
立
渋
谷
工
業
学
校
を
統
合
し
、

都
立
高
輪
工
業
学
校
（
第
一
本
科
〔
昼

間
部
〕・
第
二
本
科
〔
夜
間
部
〕）
と
し

て
発
足
し
た
。 

 
(

麻
布
、
渋
谷
の
二
校
は
戦
災
を
受
け
、

校
舎
も
設
備
も
何
一
つ
無
く
、
三
校
か

ら
集
ま
っ
て
き
た
生
徒
は
１
、
２
０
０

余
名) 

○ 

昭
和
22
年
４
月 

 

６
・
３
・
３
・
４
制
の
実
施
に
と
も
な

い
、
高
輪
新
制
中
学
校
を
併
設
。 

○ 

昭
和
23
年
４
月 

 

学
制
改
革
に
よ
り
東
京
都
立
港
工
業
新

制
高
等
学
校
と
改
称
。
全
日
制
（
昼
間

部
）・
定
時
制
（
夜
間
部
）
と
も
に
、
機

械
科
・
電
気
科
・
及
び
電
気
通
信
科
の

３
科
が
設
置
さ
れ
た
。（
私
は
こ
の
年
一

年
生
と
し
て
入
学
し
た
）。 

 

後
に
新
制
が
と
れ
、
東
京
都
立
港
工
業

高
等
学
校
と
な
る
。 

○ 

昭
和
24
年
４
月 

 

従
来
設
置
の
３
科
を
廃
し
、
全
日
制
５

科
（
機
械
科
・
自
動
車
科
・
電
気
科
・

電
気
機
器
科
・
電
気
通
信
科
〔
後
に
電

子
科
〕）、
定
時
制
に
は
３
科
（
機
械
科
・

電
気
科
・
電
気
通
信
科
）を
設
置
す
る
。 

○ 

平
成
元
年 

 

港
工
同
窓
会
が
再
建
さ
れ
る
。 

○ 

平
成
８
年
11
月 

 

サ
ン
ケ
イ
会
館
に
於
い
て 

50
周
年
記
念
式
典
挙
行
。 

○ 

平
成
15
年
３
月 

 

平
成
14
年
度
を
も
っ
て
定
時
制 

閉
課
程
。 

○ 

平
成
16
年
３
月 

 

平
成
15
年
度
を
も
っ
て
閉
校
。 

（
詳
細
は
港
工
高
閉
校
記
念
誌
を
参
照) 

 

以
上
が
我
が
校
の
主
な
沿
革
で
あ
る
が
、

六
郷
工
科
高
校
と
は
開
校
に
至
る
出
発
点

が
ま
っ
た
く
違
う
。
我
が
校
は
、
麻
布
工

業
及
び
渋
谷
工
業
が
高
輪
工
業
に
吸
収
統

合
さ
れ
、
高
輪
工
業
と
な
っ
た
。
そ
の
後

学
制
改
革
に
よ
り
都
立
港
工
業
高
等
学
校

と
改
称
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。 

そ
れ
に
対
し
、六
郷
工
科
高
校
の
場
合
、

港
工
高
を
含
む
廃
校
と
な
る
、
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
は
在
校
生
が
卒
業
す
る
ま
で
存
続

し
、
在
校
生
が
居
な
く
な
っ
た
時
点
で
廃

校
し
た
。
そ
の
後
に
六
郷
工
科
高
校
が
開

校
し
た
が
、
今
に
な
っ
て
思
考
す
る
と
東

京
都
は
古
い
形
態
の
工
業
高
校
を
廃
止
し

新
し
い
形
の
新
制
工
業
高
校
を
造
り
た
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
察
し
て
い

る
。（
発
展
的
統
合
と
は
、
そ
う
ゆ
う
こ
と

な
の
か
）。 

そ
の
よ
う
な
情
況
か
ら
六
郷
工
科
高
校

同
窓
会
と
の
合
体
は
有
り
得
な
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。 

又
、
皆
さ
ん
か
ら
の
返
信
は
が
き
（
近

況
・
想
い
出
）
は
総
て
読
ま
せ
て
も
ら
っ

た
。
中
に
は
厳
し
い
意
見
も
あ
っ
た
が
、

大
勢
の
皆
さ
ん
の
港
工
高
に
対
す
る
熱
い

想
い
が
心
に
し
み
た
。 

私
は
皆
さ
ん
に
答
え
る
べ
く
、
命
あ
る

限
り
同
窓
会
は
存
続
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
同
窓
会
に
あ
ま
り
に

も
無
関
心
な
方
々
、
ま
た
賛
助
金
未
納
の

方
等
々
が
多
す
ぎ
る
。
こ
れ
ら
の
皆
さ
ん

は
同
窓
生
で
は
あ
る
が
同
窓
会
会
員
と
は

認
め
難
い
。 

同
窓
会
の
財
源
は
皆
様
方
の
賛
助
金
の

み
。
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
の
発
送
に
は
郵
送

料
・
は
が
き
代
・
ニ
ュ
ー
ス
等
の
印
刷
代

外
一
人
当
た
り
約
２
０
０
円
が
必
要
で
あ

る
。 今

ま
で
住
所
判
明
者
全
員（
約
６
千
名
）

に
発
送
し
て
き
た
が
約
百
二
十
万
円
余
と

莫
大
な
支
出
。
そ
の
財
源
は
基
本
財
産
を

取
り
崩
し
補
填
し
て
き
た
。 

こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
い
ず
れ
基
本

財
産
は
底
を
つ
く
。
そ
こ
で
、
こ
の
際
同

窓
会
に
無
関
心
な
方
々
に
対
し
、
同
窓
会

ニ
ュ
ー
ス
の
発
送
を
中
止
す
る
も
や
む
を

え
な
い
も
の
と
思
考
す
る 

同
窓
会
の
存
続
は
皆
様
の
協
力
な
く
し

て
は
あ
り
得
な
い
。
今
後
と
も
御
指
導
、

ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。 
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港工同窓会ニュース

 
　　　同窓会存続についてのアンケート結果を御報告致します。

             ２０１３年10月調査結果

A1 同窓会必要 賛助金支払う 173
A2 　　〃　 賛助金払わない 12
A3 　　〃　 　わからない 14
A4 　　〃　 　（空欄） 12
B1 同窓会不要 賛助金支払う 16
B2 　　〃　 賛助金払わない 69
B3 　　〃　 　わからない 9
B4 　　〃　 　（空欄） 8
C1 どちらでも 賛助金支払う 104
C2 　　〃　 賛助金払わない 28
C3 　　〃　 　わからない 33
C4 　　〃　 　（空欄） 9
D1 （不明） 賛助金支払う 5
D2 　　〃　 賛助金払わない 2 　　アンケートの回答のうち
D3 　　〃　 　わからない 0 　　賛助金お支払いの志（こころざし）の有る方が５６％もあり、
D4 　　〃　 　（空欄） 36 　　たいへん心強く思っております。ありがとうございます。
計 530

　校舎が取り壊されました 平成25年8月解体始～26年4月解体終了

　　　↑　解体前　↓　↓ 　↑ 解体後、更地になりました↑↓

　←　　　　↓　解体作業中　　→

 校舎が解体され更地になってしまいました。廃校時より解体は決まっていたようなので、致し方あり

ませんが、我々同窓生の“よりどころ”が無くなってしまった感じで、とても寂しく思っております。

　跡地は慈恵医大が使用します。小児医療・周産期医療・災害医療・救急医療等が予定されて

おります。建物は15階建てと5階建てが並びます。土地は売却ではなく、50年の貸与。

病院の開設時期は未定。以上が概略です。　　　（東京都福祉保険局の資料から）

シートに覆われました　　↓
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20
周
年
記
念
誌
か
ら 

 
 
 
 

〔
昭
和
41
年
11
月
20
日
発
行
〕 

 

優
勝
の
思
い
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
藤 

裕
亮 

 

全
国
高
校
軟
式
野
球
大
会
東
京
都
予
選

で
優
勝
し
た
と
き
の
思
い
出
を
書
い
て
ほ

し
い
と
の
依
頼
を
受
け
て
か
ら
、
ま
と
め

る
た
め
友
人
と
話
し
合
っ
て
も
な
か
な
か

要
領
を
得
な
い
。
そ
こ
で
薄
れ
て
い
る
記

憶
を
呼
び
起
こ
す
た
め
、
と
り
あ
え
ず
一

四
年
前
の
学
校
新
聞
か
ら
再
録
し
て
み
ま

す
。
な
お
そ
の
と
き
の
監
督
は
現
在
も
ご

活
躍
中
の
福
島
隆
先
生
、
顧
問
は
現
在
籠

球
部
を
指
導
さ
れ
て
い
る
藤
田
泰
彦
先
生
、

選
手
は
、
五
Ｍ
神
田
礼
三
・
外
野
、
五
Ｍ

島
崎
武
三
・
捕
手
、
五
Ａ
古
山
邦
雄
・
内

野
、
五
Ｐ
福
島
豊
一
・
投
手
、
五
Ｅ
中
里

武
・
内
野
、
五
Ｅ
宮
野
茂
・
内
野
、
六
Ｍ

藤
谷
勇
・
内
野
、
六
Ａ
阿
波
敏
夫
・
外
野
、

六
Ａ
江
沢
旭
・
外
野
、
六
Ａ
金
子
燿
也
・

内
野
、
六
Ｃ
田
川
勇
左
・
外
野
、
七
Ａ
池

内
（
神
谷
）
友
行
・
内
野
、
七
Ｃ
山
下
將

進
・
外
野
、
五
Ｅ
加
藤
祐
亮
・
捕
手
、
主

将
、
と
い
う
陣
容
で
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
予

選
出
場
校
総
数
一
八
八
校
、
本
大
会
（
上

井
草
球
場
）
出
場
校
三
一
校
。 

港
工
高
新
聞
第
六
号
（
二
七
年
八
月
二

二
日
発
行
）
掲
載
の
「
五
Ｅ
中
里
武
君
報

告
文
」
よ
り
。
優
勝
へ
の
戦
苦
〔
野
球
部

創
設
以
来
の
先
輩
諸
兄
の
功
績
は
、
本
大

会
へ
出
場
す
る
た
め
の
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
で

し
ば
し
ば
優
勝
し
、
さ
ら
に
本
大
会
で
も

シ
ー
ド
校
に
な
っ
て
い
た
な
ど
、
か
な
り

よ
い
成
績
を
と
げ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
よ
い
先
輩
の
あ
と
を
継

い
た
私
た
ち
が
、
本
大
会
に
臨
ん
で
優
勝

し
て
み
た
い
と
思
う
の
は
当
然
な
の
で
す
。

し
か
し
、
過
去
の
戦
績
ま
た
グ
ラ
ン
ド
の

不
足
か
ら
、
練
習
不
十
分
な
立
場
で
出
場

し
な
け
ら
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
も
た
し
か

で
す
。
そ
う
い
っ
た
技
術
的
な
も
の
に
も

増
し
て
、
第
一
回
戦
に
本
校
の
一
枚
看
板

と
も
い
う
べ
き
福
島
君
の
欠
場
は
、
選
手

の
気
持
ち
を
暗
く
し
た
ら
し
い
。
で
も
、

若
さ
は
こ
の
よ
う
な
時
に
強
い
も
の
で
、

い
ざ
試
合
と
な
る
と
な
お
さ
ら
頑
張
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
意
気
込
み
と

な
っ
た
の
で
す
〕、
第
一
回
戦
〔
都
立
五
商

戦
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
主
戦
投
手
欠

場
か
ら
他
の
試
合
に
比
べ
打
撃
戦
恰
好
で

最
初
か
ら
手
痛
く
攻
め
ら
れ
た
。
試
合
前

に
た
し
か
主
将
が
、
五
点
以
内
に
食
い
止

め
て
く
れ
た
ら
自
分
た
ち
は
そ
れ
以
上
の

点
を
入
れ
る
か
ら
、
と
投
手
（
江
沢
君
）

に
い
っ
て
い
た
の
を
私
は
耳
に
し
た
。
そ

の
作
戦
は
本
当
に
実
現
し
て
し
ま
っ
た
〕、

第
二
回
戦
〔
相
手
は
都
立
上
野
高
校
で
、

一
昨
年
の
全
国
大
会
優
勝
校
だ
そ
う
で
あ

る
。
今
年
も
本
大
会
で
の
優
勝
候
補
と
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
日
は
、
全
選
手
期
待
の

福
島
君
が
出
場
し
、
見
事
三
振
十
数
個
を

奪
う
好
投
で
勝
つ
〕、
第
三
回
戦
〔
対
す
る

学
校
は
育
英
校
で
、
外
国
人
の
コ
ー
チ
を

受
け
、
さ
ら
に
二
回
戦
ま
で
は
全
生
徒
応

援
と
い
う
賑
や
か
な
も
の
だ
っ
た
が
、
今

日
は
そ
れ
が
な
く
静
か
だ
っ
た
。
福
島
君

は
今
日
も
好
投
し
て
く
れ
た
。わ
が
校
は
、

こ
れ
で
準
決
勝
に
進
む
こ
と
に
な
り
、
こ

の
こ
ろ
よ
り
選
手
達
の
秘
め
ら
れ
た
胸
の

中
で
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
よ
い
と
こ
ろ

ま
で
い
く
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
、
予

感
さ
え
し
て
き
た
〕、
第
四
回
戦
・
準
決
勝

戦
〔
こ
の
日
こ
そ
全
試
合
を
通
じ
一
番
苦

し
い
し
あ
い
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
対

す
る
の
は
都
立
武
蔵
丘
高
で
、
前
年
度
優

勝
そ
し
て
本
年
度
も
優
勝
候
補
な
の
で
あ

る
。
で
も
延
長
一
二
回
、
遂
に
我
が
校
の

打
棒
の
前
に
敗
退
し
た
。
も
う
、
こ
の
時

の
喜
び
は
語
り
よ
う
の
な
い
喜
び
で
あ
る
。

「
明
日
の
優
勝
は
何
と
し
て
も
」
と
私
達

は
思
っ
た
〕、
決
勝
戦
・
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
か

ら
通
算
し
て
第
一
二
回
戦
〔
い
よ
い
よ
決

戦
の
日
が
き
た
の
で
あ
る
。
相
手
と
し
て

出
て
き
た
の
は
伝
統
あ
る
早
稲
田
実
業
高

で
あ
っ
た
。
早
実
は
前
日
延
長
一
五
回
の

引
き
分
け
で
、
本
日
再
試
合
を
し
た
ば
か

り
、
き
っ
と
私
た
ち
よ
り
苦
し
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
福
島
君

も
四
試
合
連
投
で
さ
す
が
疲
れ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
し
か
し
、
よ
く
頑
張
り
全
選

手
張
り
切
っ
た
う
ち
に
サ
イ
レ
ン
が
高
ら

か
に
鳴
り
ひ
び
い
た
。
二
Α
対
一
、
優
勝

‼
優
勝
‼
、
捨
身
で
臨
ん
だ
こ
の
大
会
、

見
事
こ
こ
ま
で
や
れ
た
と
、
何
と
も
い
い

つ
く
せ
な
か
っ
た
。こ
の
最
後
の
日
ま
で
、

暑
さ
の
中
を
一
生
懸
命
に
な
っ
て
選
手
と

共
に
さ
れ
た
先
生
、
ま
た
諸
先
輩
そ
の
他

関
係
各
位
に
、
選
手
一
同
感
謝
の
念
で
た

だ
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。
今
後
は
第
六

回
国
民
体
育
大
会
関
東
代
表
戦
に
、
東
京

代
表
と
し
て
出
場
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ

の
時
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
頑
張
り
、
港

工
高
の
栄
誉
を
発
揮
し
た
い
〕。こ
の
新
聞

の
ほ
か
、
二
七
年
十
月
七
日
発
行
の
第
七

号
に
は
先
輩
と
と
も
に
練
習
し
て
い
る
光

景
描
写
が
、
新
聞
部
記
者
（
五
Ｐ
小
沢
一

明
・
八
田
羽
健
二
の
両
君
）
に
よ
っ
て
書

か
れ
て
い
ま
す
。
再
録
は
省
略
す
る
と
し

て
、
そ
れ
以
後
の
戦
績
を
記
し
ま
す
。
一

都
二
県
大
会
（
東
京
・
神
奈
川
・
静
岡
）

で
は
準
々
決
勝
で
早
稲
田
高
、
準
決
勝
で

慶
応
高
を
破
っ
て
決
勝
に
出
ま
し
た
け
れ

ど
も
、
島
田
商
高
に
惜
敗
し
ま
し
た
。
十

月
一
八
日
桐
生
で
開
か
れ
た
関
東
大
会
、

残
念
な
が
ら
前
橋
商
高
に
敗
れ
、
国
体
出

場
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

以
上
の
こ
と
が
ら
に
対
す
る
思
い
出
を

述
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
苦
労
し
た

点
は
、
現
在
と
同
様
、
第
一
に
グ
ラ
ン
ド

借
用
の
こ
と
で
す
。
芝
公
園
・
日
比
谷
公

園
・
多
摩
川
・
天
王
洲
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

渡
り
歩
き
ま
し
た
。
夜
明
け
か
ら
並
ん
で

順
番
を
と
り
、
そ
の
足
で
学
校
へ
出
る
の

は
大
へ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
日
比
谷
公

園
グ
ラ
ン
ド（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
と
な
り
。

そ
の
他
に
公
会
堂
前
の
広
場
―
現
在
き
れ

い
な
噴
水
の
あ
る
所
―
に
四
方
を
高
い
ネ

ッ
ト
に
囲
ま
れ
見
事
に
整
備
さ
れ
た
進
駐
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軍
専
用
グ
ラ
ン
ド
が
二
面
あ
っ
た
）
は
、

八
時
前
は
無
料
で
貸
し
て
も
ら
え
た
の
で
、

早
朝
野
球
と
洒
落
れ
こ
ん
だ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
予
算
が
少
な
い
の
で
、
装
備
・
服

装
・
交
通
費
は
全
て
自
腹
で
あ
っ
た
の
は
、

や
む
を
え
な
い
こ
と
で
し
た
。
ど
う
し
て

優
勝
で
き
た
の
か
を
考
え
て
み
る
と
、
野

球
が
好
き
で
好
き
で
仕
様
が
な
い
上
に
、

全
員
が
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
野
球
に
徹
し

て
い
た
こ
と
、
男
女
共
学
の
新
制
高
校
が

発
足
し
て
間
も
な
く
の
た
め
、
私
た
ち
の

よ
う
な
男
子
だ
け
の
学
校
の
方
が
ま
と
ま

り
や
す
か
っ
た
こ
と
、
野
球
・
排
球
・
籠

球
以
外
、
テ
レ
ビ
も
誕
生
期
で
レ
ジ
ャ
ー

に
乏
し
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
理
由
に
な

る
の
で
す
が
、
要
は
生
徒
の
質
が
違
う
こ

と
は
争
え
な
い
よ
う
で
す
。
入
学
者
の
心

構
え
が
違
う
と
い
う
か
、
戦
後
の
経
済
的

困
難
な
時
代
に
独
立
の
精
神
で
工
高
に
学

ぶ
も
の
と
、
経
済
的
繁
栄
の
時
代
に
仕
様

が
な
い
学
ぼ
う
と
い
う
の
と
で
は
、
す
べ

て
の
行
動
に
機
敏
さ
の
差
異
が
で
て
く
る

の
で
す
。
印
象
的
な
こ
と
を
い
え
ば
、
エ

ー
ス
が
緒
戦
に
出
ら
れ
ず
や
き
も
き
し
た

こ
と
、
城
南
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
（
港
・
品
川
・

太
田
・
目
黒
・
世
田
谷
）
予
選
を
、
監
督
・

コ
ー
チ
な
し
で
消
化
し
、
後
で
主
催
者
に

叱
ら
れ
、
本
大
会
に
は
ベ
ン
チ
に
坐
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
で
す
。 

 
 

 
 
 

（
全
・
第
五
回
卒
・
自
家
営
業
） 

  

 

５０
周
年
記
念
誌
か
ら 

 

 
 
 

〔
平
成
８
年
11
月
30
日
発
行
〕 

 

 
 
 
 

ビ
ル
に
囲
ま
れ
た
東
京
タ
ワ
ー 

 

東
京
タ
ワ
ー
、
も
と
は
料
亭
!? 

高
層
ビ
ル
に
視
界
を
遮
ら
れ
、
校
舎
か

ら
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
一

歩
桜
田
通
り
ま
で
足
を
運
べ
ば
、
東
京
タ

ワ
ー
が
見
え
る
。
よ
く
晴
れ
た
冬
の
朝
に

は
、く
っ
き
り
そ
の
姿
を
現
し
て
く
れ
る
。

特
に
夜
間
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
施
さ
れ
、

美
し
い
夜
景
は
、
東
京
の
名
所
と
な
っ
て

い
る
。 

東
京
タ
ワ
ー
は
、
昭
和
33
年
に
完
成
し

た
総
合
電
波
塔
で
、
自
立
鉄
塔
と
し
て
は

パ
リ
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
よ
り
も
11
㍍
高

い
３
３
３
㍍
で
あ
る
。
地
上
１
５
０
㍍
に

大
展
望
台
、
２
５
０
㍍
に
特
別
展
望
台
が

あ
り
、
展
望
台
か
ら
見
る
眺
め
は
文
句
な

く
す
ば
ら
し
い
。
晴
天
時
に
は
遠
く
富
士

山
・
三
浦
半
島
・
房
総
半
島
ま
で
一
望
で

き
、
夜
と
も
な
れ
ば
東
京
の
夜
景
を
眼
下

に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

実
は
芝
公
園
の
西
に
あ
る
こ
の
東
京
タ

ワ
ー
、
戦
災
で
焼
け
る
前
に
は
「
紅
葉
館
」

と
い
う
料
亭
が
あ
っ
た
。
芝
公
園
西
南
に

蓮
池
が
あ
り
、
そ
の
西
側
に
紅
葉
山
が
あ

っ
た
。
こ
の
紅
葉
山
に
ち
な
ん
で
、
明
治

14
年
に
開
業
し
た
紅
葉
館
は
、
中
の
装
飾

か
ら
、
調
度
品
・
什
器
ま
で
す
べ
て
紅
葉

を
あ
し
ら
う
と
い
う
徹
底
ぶ
り
だ
っ
た
と

い
う
。『
金
色
夜
叉
』
の
作
者
尾
崎
紅
葉
ら

が
利
用
し
、
島
崎
藤
村
の
『
夜
明
け
前
』

の
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
や
、
島
村
抱
月

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
送
別
会
な
ど
も
こ
の

紅
葉
館
で
開
か
れ
た
と
い
う
。
特
に
紅
葉

を
中
心
と
す
る
硯
友
社
の
山
田
美
妙
・
石

橋
思
案
・
川
上
眉
山
・
巌
谷
小
波
ら
が
よ

く
利
用
し
た
。 

紅
葉
館
は
戦
災
で
焼
け
て
し
ま
い
、
そ

の
跡
地
に
東
京
タ
ワ
ー
が
建
て
ら
れ
た
。

東
京
タ
ワ
ー
付
近
の
今
昔
で
あ
る
。 

 

♪
愛
宕
の
み
ど
り 

さ
わ
や
か
に
～ 

 
 
 
 
 

輝
く
港 

わ
が
学
び
舎 

 

校
歌
に
も
歌
わ
れ
て
い
る
愛
宕
山
。
現

在
で
は
ビ
ル
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
昔
は

雪
月
花
の
名
所
に
数
え
ら
れ
て
い
た
。
今

で
も
桜
の
咲
く
こ
ろ
に
な
る
と
桜
の
美
し

さ
に
ひ
か
れ
て
集
う
人
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
る
。
桜
が
散
れ
ば
、
柔
ら
か
い
若

草
色
の
葉
が
陽
に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、
初

夏
の
風
が
心
地
良
い
。梅
雨
が
過
ぎ
れ
ば
、

木
々
の
緑
も
濃
く
な
り
、
真
夏
の
照
り
返

し
に
疲
れ
た
目
を
休
め
て
く
れ
る
の
で
あ

る
。
都
会
の
真
中
に
あ
り
な
が
ら
、
足
速

に
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
我
々
に
季
節
の
う

つ
ろ
い
を
言
葉
少
な
に
語
り
か
け
て
く
れ

る
。 愛

宕
山
は
標
高
26
㍍
の
小
高
い
丘
で
、

山
頂
ま
で
の
勾
配
は
40
度
。「
出
世
の
石

段
」
と
も
呼
ば
れ
る
男
坂
を
上
が
る
と
慶

長
８
（
１
６
０
３
）
年
に
創
建
さ
れ
た
愛

宕
神
社
が
あ
る
。
江
戸
幕
府
が
、
城
下
の

火
防
の
神
と
し
て
勧
請
し
た
神
社
だ
が
、

現
社
殿
は
昭
和
33
年
に
再
建
さ
れ
た
。
江

戸
時
代
に
は
信
仰
と
見
晴
ら
し
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
た
が
ビ
ル
に
囲
ま
れ
た

今
も
、
そ
の
境
内
に
は
森
厳
な
気
配
が
漂

っ
て
い
る
。 

 

こ
の
港
工
業
高
校
の
50
年
を
見
守
り

続
け
た
愛
宕
山
。
愛
宕
山
界
隈
の
変
遷
は

時
代
の
流
れ
を
物
語
り
、
港
工
生
の
気
質

も
変
わ
っ
て
き
た
。
50
年
と
い
う
節
目
を

迎
え
、
我
々
は
再
び
原
点
に
戻
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
時
代
の
中

で
、
失
っ
た
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
愛

宕
の
緑
の
よ
う
に
、
時
を
越
え
て
も
「
変

わ
ら
ぬ
も
の
」、「
変
え
て
は
な
ら
な
い
も

の
」
が
あ
る
は
ず
だ
。 

今
も
港
工
校
舎
の
三
階
の
一
部
か
ら
は

愛
宕
山
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
港
工
高

も
、
愛
宕
山
の
緑
も
、
い
つ
ま
で
も
さ
わ

や
か
に
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。 
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